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電気透析型サプレ ッ サー を用い る陰 イオ ン の 導電率検出

イ オ ン クロ マ トグラ フ ィ
ー

太田　一徳
 
，松井　春夫 ， 出 中　一

彦
＊

〔1990 年 4 月 18 凵受理 ）

　陽 イ オ ン 交換膜 を用 い る電気透析法 に 基 づ く陰イオ ン ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー用 の サ プ レ ッ サ

ー
を開発 し

tr．こ の サ フ レ ッ サ ーは 陽 イ オ ン 交換膜 の 外側 に 設置 し た電極間に定電位 を印加 して ，電気的に 溶離液
の サ フ レ ッ シ ョ ン を行 う装 置 で ，従 来 ま で の 拡 散 に よ る サ ブ レ ッ サ ーと比 較して ，よ り 効果的 な サ プ レ ッ

シ ョ ン を行 う こ と が 可能 で あ る．本法を炭酸塩系溶離液 （1．6mM 　Na2CO3 ／2．O　mM 　NaHCO3 ）を 用 い

る 陰イオ ン ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ーに 適用 した と こ ろ，印加電位 5V で

， 溶離液の 導電率 を約 570μS／cm

か ら約 13崢ん m に 減少 さ せ る こ とが で き，良好 な ク ロ マ トグラ ム を 得 る こ と が で き た．本 法 は 雨 水 と

そ の 土 壌 溶出液中の 陰 イオ ン の 分 析 に 対 して 良 好 に 適用す る こ とが で き た，

1 緒
．

言

　 1975年，Small ら
［）に よ り導電 率検出イオ ン ク ロ マ ト

グ ラ フ ィ
ー

（IC ）が 開発 され て 以来 ， 溶離液 の バ ッ ク

グ ラ ウ ン ド導電率 を低減 させ る と 同時 に，溶質 の 導電率

を増大 させ て 検 出 感 度 の 向上 を図 る サ プ レ ッ サ ーの 高性

能化 は
， IG の 高性能化 を 図 る う え で 重大 な 研究課題 で

あ っ た．

　開 発 当初 ， サ プ レ ッ サ ーは イオ ン 交換樹脂を颶 い る 充

て ん カ ラ ム 方式 が 用 い ら れ た が，分析時間が 経過 す る に

つ れ て 樹脂 の 劣化 や 吸 着 な ど の 問題 が 生 じ，サプ レ ッ

サーの 再 生 操作 が必要で あ っ た．

　そ の 後 ，イ オ ン交換膜 チ ュ
ーブ を用 い て ，再生操作 な

し に連続使用 が 可能 な サ プ レ ッ サ
ー

が Stevensら 2＞や

Hanaoka ら
3｝

に よ り 開発 さ れ た が ，チ ュ
ー

ブ内 の 死 容積

に よ る 分 離 能 に 問 題 が あ っ た ．Stevens ら
4） や

Dasgupta5｝は チ ュ
ーブ内 に 不活性 な ビーズ や ナ イロ ン 繊

維 を充て ん し て 死 容積 を 減 ず る 方 法 を 各 々 考 案 し，そ の

解決 を図 っ て い る，

　近年，イオ ン 交換 膜 チ ュ
ーブの 代 わ り に 2枚 の 板状

の イ オ ン 交換膜 を用 い る サプ レ ッ サ ーが 開発 さ れ ，米国

DIONEX 社 か ら マ イ ク ロ メ ン ブ ラ ン サ プ レ ッ サ ー

（逗icm　Membranc旦uppressor ：MMS ）の 名称 で 市販 さ

れ て い る．MMS は 従来 の チ ュ
ーブ方 式 の サ プ レ ッ サー

＊
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と比 較 し て，死 容積 が 小 さ く極 め て 分離能 の 良い ク ロ マ

トグ ラ ム を得 る こ とが で き，穴 き な イオ ン 交換能力 を有

す る た め に こ う配溶離が可能 で あ る な どの 利点 を有 して

い る が，高価 で ，イオ ン交換 能 力 に つ い て も検討 の 余地

が あ る．

　電気透杤法を利用す る 高性能 サ プ レ ッ サ ー
の 開発 に 関

す る 基礎的研究 が，Ban ら
6 ）
や Jansenら

7）
に よ り行 わ れ

た．Ban ら
6〕は陽 イ オ ン 交換膜 チ ュ

ーブ を用 い て 2 重管

を作製 し ， 電気透析法 を 組 み 合 わ せ る 方 法 を 考案 し，
Strong ら

8｝に よ り そ の 改良 の 研究が 進 め られ た．しか し

な が ら，そ の 構造 は 複 雑 で あ り
一

般的 で は な い ．Jansen
ら

7）は，同種 の 2 枚の 板状イオ ン 交換膜 と電気透析法 を

組み合わ せ る方法を考案 した．こ の サ プ レ ッ サ
ー

は，構

造 が 簡単 で あ る が，高 い 透析 電 位 （220V ） を必要 と し

て お り ， イオ ン交換膜の 劣化 な どの 問題 が 考 え られ る．
Ti跏 ら

9｝は イオ ン 交換膜間 に イオ ン 交換樹脂 を充 て ん

し，4V 程度 の 透析電位 で サ プ レ ッ シ ョ ン を行 っ て い る

が，死 容積が 大 き く ピーク の 分離能 に大 き な問題 が あ っ

た．

　そ こ で 著者 ら は
， 前述 の 電 気透 析法 に よ る 問 題 点 を解

決 す る た め，低 い 透析電位で 大き な イオ ン交換能力を有
し，簡単 な 構造で 死 容積 の 小 さな 新規の 電気透析型 サ プ

レ ッ サ
ー

（glcctrodialytic　U1embrane　guppressor；EDMS ）

を開 発 し，こ の 装置の 特性 及 び最適 条 件 に つ い て 種 々 検

討 し，2，3 の 実 際 試 料 に 適 用 し た と こ ろ
， 本法 が 雨水 や

土 壌 溶 出水 中 の 陰 イ オ ン 性 の 酸 性 雨 成 分 の 分 離
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及 び定量 に 良好 に 適用 で き た の で 報告 す る．

2EDMS の 原理

　従来 ま で の サプ レ ッ サ
ーは，イオ ン の 拡散現象 を利用

し て い た こ と に 対 し，EDMS は 電 気 的 に イ オ ン を 強 制

移動 させ，よ り効果的 に サ プ レ ッ シ ョ ン を行う装置で あ

る．Fig．1 に 承 す よ う に 本研 究 で 開 発 した EDMS は
，

従来 の イ オ ン 交 換 膜 シ
ー

ト方式 の サ プ レ ッ サ
ー

の イオ ン

交換膜 の 外側 に 陽 陰極 を 設置 し た 構造 で あ る，

　電極間に電位を印加す る と，溶離液中の 陽イオ ン は 陰

極 に ，陰 イ オ ン は 陽 極 に 向か っ て 移動 す る ．イオ ン 交換

膜 と して 水素型陽イオ ン 交換膜 を用 い る と，陽イオ ン は

イオ ン 交換膜を通過 して 陰極側 の 硫酸再生液 に移動す る

が ，陰イオ ン は イオ ン 交換膜 よ り 電気的に 反 発 され 膜 を

通過 し移動 す る こ と が で き な い ．こ の 結 果，陽 イ オ ン は

水素イオ ン と イオ ン 交換 され，溶離液は低導電率 の もの

と な りサ プ レ ッ シ ョ ン が行わ れ る．

Fig．止
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3 実 験

　 3 ・1　 EDMS

　本研究 で 開発 し た EDMS は，　 Fig．1 に 示 す 構造 で ，

東 ソ
ー

製 IE −LMS 型 電 気 透 析 セ ル （陽 極 ：

dimensionally弖table 皇lectrode，　DSE 　i 陰 極 ：SUS316 ），

及 び 菊水 電 子製 PAB 　18−3A 型 直流安定 電 源 で 構成 し

た．透析 セ ル は，2 枚 の 巣ソ
ー

製 フ ッ 素系陽イオ ン 交換

膜 と シ リ コ ン ゴ ム 板 で 構成 し，外側 に
．
．つ の 再生液流路

と イオ ン 交換膜 に 挟 まれ た 溶離液流路を有す る．溶離液

流路 に は，死容積を減ず る た め に NBS 工 業製 TB60 型

ナ イロ ン 製 メ ッ シ ュ 板 を挿入 し た ．こ の 結果，透 析 セ ル

の 死容積 を約 320 叫 か ら約 250 μ1 に 減少す る こ とが で

き た ．

　3 ・2　イオン ク ロ マ トグラ フ

　本研究 で 使用 し た イ オ ン ク ロ マ トグラ フ は東 ソ
ー製

CCPM 型 送液ポ ン プ （樹脂仕様 ），　 CO −8    0 型 カ ラ ム

恒 温 槽，CM −8000 型 導電率検 出器 ，
　 Reodyne 製 7125

型 イ ン ジ ェ ク タ
ー

（樹脂仕様，注入体積 100　PLi＞，　 SIC

製 Ghromatocorder　12 型 イ ン テ グ レ
ーター，　 EDMS で

構成 し た．分離 カ ラ ム は 東 ソ
ー

製陰 イオ ン 分析 カ ラ ム

TSKgel 　IC −Anion −PWxL （粒径 6　pm ，内径 4．6　mm ，

長 さ 35mm ）を用 い た ．

　3 ・3 試 薬

　試薬は す べ て和光純薬工 業製 の 特級品を用 い k ．溶離

液 は 炭 酸 塩 又 は 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 水溶 液 を 用 い ，l

mlfmin と した ．再生液 は 25　mM 硫酸水溶液 を用 い ，2

ml ／min と した．

4 結果と考察

　4 ・IEDMS へ の 印加電位 と溶離液の導電率の 関係

　印加電位 と炭酸塩系溶離液 の 導 竃率の 間 の 関係 につ い

て 検討 し，EDMS の サ プ レ ッ シ ョ ン 能 力 を 評 価 し た 結

果 を Fig．2 に 示 す．

　 溶 離液 の 導電率 は EDMS へ の 印加電位 を増大 さ せ る

こ と に よ り減少 し，あ る 電位以上 で ほ ぼ
一

定 の 値 を示 し

た ．こ の 電位 は ，溶離液の 陽 イオ ン 交換反応 が ほ ぼ完 全

に 行わ れ，炭酸 塩 が炭酸 に変換 され サ プ レ ッ シ ョ ン が完

了 す る た め に 必要 な 最低電位 で あ る と考 え ら れ る．

　炭酸塩系 の 基準濃度 の 溶離 液 （1．6mM 　Na ．
2CO ヨ／2．O

mM 　NaH （】03 ） で は，溶離 液 自身 の 導電 率 は 約 570

uS／cm で あ っ た が，印加 電位 OV （従来型 の メ ン ブ ラ ン

サ プ レ ッ サ ーに 相 当 す る ）で は 約 42 μS／cm に，印加電
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Table　 l　 Effect　 or 　counter 　 cations 　 or 　nitrate 　 ion　 on

　　　　 cation −exchange 　reaction 　in　EDMS

Compound 　useda
｝ R・1・ tive　pcak　areab

）

　 　 　 　 0　 　　 　 5　 　 　 10　 　 　 15

　 　 　 　 　 　 　 Applied　potentia1〆V

FIg．2　Effect　 of 　appiied 　 potential　 of 　EDMS 　 on

　　　 cluent 　conductivity

　　　 Eluent ： sodium 　carbona 【e ／sodium 　hydrogen

　　　 carbonate ，艮m 玉／Mill．　 EluenI　 concentrat 三〇 n ；

　　　   1．6mM 　 Na2GO3 ／2．O　mM 　NaHCO3 （Stan−

　　　 dardl，  Standard× 05，  Standard×2， 

　　　 Standard× 3，  S 伽 dard× 4．　 Regenerant：

　　　 25mM 　 H2SO
｛，2ml ／min ； Tcmpcra 芝 ure 　 o「

　 　 　 EDMS ： 35℃

HNO3LiNOaNaNO3KNOsNH4NO3

Mg （NO3 ）2

Ca （NO3 ＞2

Ba（NO3 ）2

LOO （standard ）

098LOO1

．03
 ．99LO40

．950
．96

位 5V 以上 で は 約 13 μS／cm と ほ ぼ一．．・定 の 値 を示 し，良

好 な イ オ ン 交換反応 が 進行 し ， EDMS が 高 い サ プ レ ッ

シ ョ ン 能力 を 有す る こ と を示す と同時 に ，イオ ン 交換膜

を通 して 再生液中の 硫酸 イオ ン の 漏 出 が極 め て 少 な い こ

と を 示唆 して い る、

　
一

方 ， 水酸化 ナ トリウ ム 溶離液 を用 い た場合も ， 炭酸

塩系溶離液 の 結果 と同 様 に ，溶離液 の 導電率 は 印加電位

の 増大 に よ り減少し，あ る 電位以一ヒで は一
定 とな り，溶

離液 の 水酸化ナ トリ ウ ム か ら
．
水が 生 成 し，サ プ レ ッ シ ョ

ン が行 わ れ た こ と を示 した．

　サ プ レ ッ シ ョ ン に 必要 な電位は，溶離液 の 濃度が 大 き

く な る に 従 っ て 増大 した．こ れ は ， 透析セ ル 内で 、一一
定

時間内に ，よ り 高濃度の 溶離液の サ プ レ ッ シ ョ ン （陽イ

オ ン 交 換 ）を行 うた め に は ，イオ ン の 移動度 を 増大 さ せ

る 必要が あ り，よ り大 き な電位 の 印加 が 必要とな る た め

と考 え られ る．

　印加 電 位 0− 18V の 範 囲 で ，本 研 究 で 開 発 し た

EDMS は，炭酸塩 系溶離液 で は 基準溶離液の 約 4 倍

（6．4mM 　Na2CO3 ／8　mM 　NaHCO3 ）ま で ，水酸化 ナ トリ

ウ ム 溶離液 で は 約 30mM ま で 各々 サ プ レ ッ シ ョ ン が 可

能 で あ っ た．

　4 ・2EDMS の 陽 イ オ ン 交換反応 の 化学量論的関係

に関する検討

　4 。2 ・ 1　陽 イ オ ン の 影響　　種 々 の 陽イオ ン が 対イオ

a）HNO3 　is　produced　fbr　all 　compounds ．　b）Average
value 　of 　5　 replicate ，　The 　R ．　S．　D ．　 was 　less　than 　O．5 ％

for　 all　 compounds ．　 E且uent ： 5mM 　NaOH ， 1
ml ／min ； Regenerant ： 25　mM 　H2SO4

， 2耐 ／min ；

Applied　potential　of 　EDMS ；7．5V ；Tempcrature 　of

EDMS ： 35℃ ； Injection　 volumc ： 100　pt1； Sample
concentration ：O．1mN 　fbr　each 　nitrate 　ion

ン と して 存在 す る場合，EDMS 内 の イオ ン 交換反応 の

化学量 論的関係 に つ い て
， ア ル カ リ金 属，ア ル カ リti：類

金 属及 び ア ン モ ニ ウ ム イオ ン の 硝酸塩 を 用 い て 検討 し

た．試料溶液 に よる 負 の デ ィ ッ プの 影響を除 くた め，溶

離液 と し て 5mM 水酸化 ナ トリウ ム を用 い ，　 FIA 法 に

よ り検討 し た 結果 を Tabie　l に 不 す、試料 と し て 硝酸

を注 入 し た と きの ピー
ク 面積 を 1．00 と し た 場合，上 記

の す べ て の 硝酸塩 の 相対 ピー
ク 面積 は 0．95〜1．04 を示

し，ほ ぼ 定量 的 に 陽 イ オ ン 交換 が 進 行 し
， 各硝酸塩 か ら

硝酸 が 生成 して い る こ と を示 した．こ の 結果，EDMS
に よ る陽イオ ン 交換反応 は，陽 イ オ ン の 種類 に 影響 され

る こ と な く ほ ぼ 定量 的 に 進 行 して い る こ と を 示 し た ．

　4 ・2 ・2　陰イオン の影響　　EDMS に お け る
』
試料 陰

イ オ ン の 陽イオ ン 交換反応 に 対 す る影響 に つ い て ，3 種

の 陰 イ オ ン （塩化物，硝酸 ， 硫 酸 ）及 び そ の ナ トリウ ム

塩 を 用 い て 検討 した 結果 を Table　2 に 示 す．こ れ らの

試料 で は ， ナ トリ ウ ム 塩型／酸型 の 当量当た り の ピー
ク

面積比 は ほ ぼ等 し く，各 々 対応 す る 酸 が 生成 して い る こ

と を示 し た． こ の 結果，EDMS に よる イオ ン 交換反応

は 陰イオ ン の 形態 に影響 され る こ と な くほ ぼ 定量 的 に 進

行 して い る こ と を示 した．
．

　4 ・3　試料濃度 と検出器応答 の 関係

　溶離液と して 基準濃度の 炭酸塩 溶離液を用 い て
， 印加

電 位 5V で ，試料 （NaCl を 溶離液 に 溶解 し た も の ）濃

度 と導 電 率 検 出 器 応 答 の 関係 を検討 した と こ ろ，約 30
mM ま で 良好 な 直線関係 が 成立 し，試料 か ら定 量 的 に
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Table　 2　Effect　 of 　anions 　 on 　 cond 疋足ctivity 　 enhancc ・

　　　　 mcnt 　hy　cation −exchange 　rcactien 　in

　 　 　 　 EDMS 0 ．15

Injectedsample
… ec ・・d ・・

（蓋臨 9辮 鑑）

NaNO3HNO3NaCiHCINa2SO4H

？
SO ＋

HNO3

HCI

H
，
SO 斗

LOG

0．97

0．97

D10

500

H

−

目
a
＼［
Φ

至
 

弩
と

0

†Average　va ｝ue 　of 　5　replicate ，　The 　R 　S，　D ．　was 且css

than 　 O．5％　fc）r　 al且 injcctcd　 samples ．　 Samp ［e　 con ・

ccn しration ：0．1mN 　 lbr　 each 　 anion ．　 The　 other 　 ex
−

perimontal　conditions 　were 　Lhe 　same 　as 　ill　Tablc　l．

←

→

【
−

冒

唆＼
魯
2
詈
二
耐

愚
 

莞

緝

01

57

05

52

塩酸 が 生成 し て い る こ と を示 し た．

　4 ・4 サプ レ ッ サ
ー
型 IC へ の適用

　4 ・4 ・1EDMS の 最適印加 電位 の 決定　　EDMS を

サプ レ ッ サ
ー

型 IC に 適用す る た め に
， 基準濃度 の 炭

．
酸

塩 系溶離液 を 用 い た 場 合 の EDMS へ の 最適印加電位

を，印加電位と溶離液の 導電率，ノ イズ レベ ル 及 び試料の

ピーク 高 さ の 点か ら検討 し た．印加電位 0− 15V に お

け る溶離液の ノ イズ レ ベ ル 及 び ピー
ク 高 さの 間の 関係 を

Fig．3 に 示す E 印加電位 と溶離液 の 導電率の 間 の 関 係 は

Fig．2 に 示 し た よ う に 印加電位 5v 以．ヒで は ほ ぼ
一

定

の 値 （約 13μS／cm ） を示 し，ノ イズ レ ベ ル も 同 様 に 5

V 以上 で ほ ぼ
一．一

定 の 値 を 示 し た，一・方，試料 の ピー
ク

高 さ は 印加竃位 5− 6V 問 で 最大 値 を示 す が，そ れ 以上

の 電位 で は 徐 々 に 減少 した （ピーク面積 に つ い て も同様

な 傾向が 認 め られ た）．こ の 理 由 は 明 らか で は な い が，

印加電 位 の 増
．
大 に よ り ピー

ク が ブ ロ
ー

ドに な り，保持時

間もわず か に 増大す る 傾向が 見 ら れ る こ と か ら，EDMS

の 透析セ ル 内 （陽イオ ン 交換膜上 ）で 何 らか の 保持 （吸

着）機 構 が 生 じ，試料 の ピー
ク高さ （ピーク 面積）の 減

少 が起 こ っ た も の と考 え られ る．

　以上 の 結 果，EDMS へ の 最適印加電位 は 5〜6V で

あ る と考 え られ た．

　4 ・4 ・2　標 準 試 料へ の 適用　　前述 の 最適検出条件下

で 得られ た Cl
−』
，　 NO2

−
，　 NO   ，　 POIs

−
，
　 SOa ．

2一
及 び

s2032
一

を含 む標準試料 の ク ロ マ トグラム は Fig．4 に 示

す よ う に，良 好 な 分 離 検出結果で あ っ た．ピーク 高 さ

に よ る再 現 性 は
， す べ て の 陰イオ ン に つ い て 相 対 標準偏

差 LO ％ 以
．．
ド （n ＝10）と 良好 な 結果 で あ っ た．ピー

ク

高 さ に よ る強酸 の 陰 イオ ン の 検量線 は ，少 な く と も  ．5

0　 　 　 　 5　 　 　 10　　 　 15

　 　 Applied　potential 〆V

Flg．3　Effects　 of 　 appHed 　 potential　 of 　 EDMS 　 on

　　　 eluent 　noise 且evel 　and 　peak 　signa 且intensity

　　　 Eluent： 1、6mM 　Na2CO3 ／2．O　mM 　NaHCO3 ，　l

　　　 rn1 ／min ； Rcgenerant： 25mM 　 H
？
SOa

，
2ml／

　　　 min ； CoLumn ： TSKgel 　 IC −Anion −PWxL 〔4．6

　　　 mm 　i．d，× 35　mm 　k｝ng ）；Temperature　of 　c  lumll

　　　 and 　 EDMS ： 35℃ ； Injectcd　 samp ［e ；0、　l　mM

　　　 NaCl ；1只iection　vQlume ： 100　pl

   
  　　  

．
 

 
↑

2．5 μS〆cm

↓

o 5 10 15　　　 20

Retention　 time／min

lig．41 ・ n　chr ・mat ・gram ・f　6　c・ mm ・ n 　ani ・ ns

　　　 Apphed 　potential　 of 　 EDMS ： 5V ； Peaks

　　　 （c・ ncentrati ・ n ）：   Gl
−一

（  ．1mM ），  NO2
−

　　　 （0．2mM ），  NO3
−

（ ．15mM ），  1’04s
−

　　　 （0．2mM ＞，  SO 〜
一

（0ユ mM ），  S，0 ：a2
−

（ ，2

　　　 mM ）．　 The 　other 　 chromatographic 　 cQnditions

　 　 　 were 　the　same 　as　in　Fig．3．

mM ま で 良 好 な 直線 性 を 各 々 示 し た．検 出 限 界

（s／N ≡3＞　 は，　 Cl
．＝o．32 　pM ，　 NO2

．．’＝o．78　yM ，

NO3
−＝0．45　yM ，　 PO43

−＝0．61 μM ，　 SO42
−＝・O．33 μM
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（1）

 
 

　↑
25μS／cm

　↓

   
 

（2）

　 15　 　 　 0

Retention　 time ！min510

Fig．5　 1（）n 　 chr （＞matograms 　 obtained 　 for　 rain 　 and

soil 　 waters ．

（1｝rain 　watcr 　（pH 　5．75）； Peaks 　｛concenlra −
ti〔〕n ）：   C1

−
〔2．9　pp嚼 ，   NO3

−
（L4　ppm ），

  SO42
−

〔2．8　PPm ｝．（2） Sて♪il　 watef （pH
7．60）； Peaks （c 。 ncc ・itrati ・ n ）：  Cr （L5

Ppm 〕，  NO ジ （3．婆ppm ），  NO3
−

（65．8

PPm ），  PO43
−

（15．O　PPm ），  So42
−

（483

ppm ＞．
「
rhe　 Qther 　 chromatographic 　 uonditions

were 　the　same 　as 　in　Fig．4．

15

及 び S．203
？
一

＝ 0．65　pM で あ っ た．

　4・4 。3　実際試料へ の 適 用　　EDMS を 用 い る 陰 イ

オ ン IG を雨水及びそ の ．E壌溶出水 な ど の 実際試料に 適

用 し た ．試料 は 1989 年 n 月 6 日 に 当 所 に 降
．
雨 した

．
雨
．

水 （pH 　5、75）及 び 土壌溶出水 （pH 　7．60）で あ り， 遠 心

分離後 の 上 澄 み 液 を孔径 0．22　um の メ ン ブ ラ ン フ ィ ル

ターを 用 い て 泊過 し た後 ，IC 装置 に 注入 し た．こ れ ら

の ク ロ マ トグ ラ ム を Fig．5 に 示 す ．こ の 結果 ， 従来 の

サ プ レ ッ サー型 IC 〔横 河電機製 fC−200 型） と 同様 の

ク ロ マ トグ ラ ム を得る こ とが 可能 で あ る と判明 し た ．
．

　以上 の 結果 ，本研 究 で 開発 した EDMS は，小 さ な 透

析霓位
．．．
ドで 従来 の MMS よ り も 高効率 な 透析能 力 を 有

し，イオ ン 交換膜 か らの 硫酸 の 漏 出 の 極 め て 少 な い 高性

能 な サ プ レ ッ サー
で あ り，陰 イオ ン の 導電率検出 IC に

良好 に適用 可 能 な こ と が 判明 した．

　本研究 を行 う に 当 た り，ご 指導 ・ご 協 力賜 り ま し た 東 ソ ー．・

株 式 会社 東京 研 究 セ ン タ
ーの 方 々 に 深 謝 し ま す．
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　A 　new 　type　竺

lecto．d−ialytic　里
embranc 　弖upPrcssor

（EDMS ）based　 on 　 elcctrodialysis 　 with 　 cation −exchange
membranc 　 at 　 constant 乱pplicd　 potential　 has　been　dc−
velopcd 正br　anlon 　chromatography 　 with 　 conductometric

detection．　 The 　EDMS 　 consists 　 of 　all　 anode ，　a 　cathode ，
acation −exchangc 　membrane 　in　thc　H

＋ −ferm，　and 　a 　sul 一
鯒 cacid 　 regenerant 　 now 　 passage．　 When 　 carbon −
atc ／hydrogen　carbonate 　elucnt 　and 　samplc 　anions 　were

introduced　into　thc 　EDMS ，　thc 　clucnt 　and 　samp 【e　anions

wcrc 　convertcd しo　carbonic 　acid 　 arld 　the　corresponding

acids ，　 respectively
，
　 by　 the 　 H

＋
ion　 of 　thc　 rcgenerant

thr  ugh 　 the 　 cation −exchange 　mcmbrane ．　 When 　1．6　mM

Na2COi ／2．O　lnM 　NaHCO3 　eluent 　was 　uscd ｛br　the　anion
chromatography 　using 　the　EDMS ，　the　eiucnt 　conductiv −
ity　dccreased　from　abol 亅t　570 し013 μS／cm ，　wit ｝〕 enhance −
mcnt 　of 　conductivi 亡y　ft）r　the　anions ，　at　applied 　potcntiai
of 乱ppr〔，ximately 　5　V ．　 Thc　use 　of 　EDMS 　showcd 　much

smaller 　cluent 　conductivity 　in　comparison 　with 　that （42

μ
S／cm ）by　the　conventiorial 　 cation −cxchangc 　membrane

suppressor ．　 The 　EDMS 　was 　success 飼 】y　applied 　to　the

anion 　chromatographic 　determination　of 　several 　aniQns 　in
rain 　and 　soi ］waters ．

　　　　　　　　　　　　　（Reccivcd　April　l8，
1990｝

　　Keuwerd　phrases

anion 　 chromatography ； cenductometric 　 detection； elec −

　 trodialytic 　 rnembrane 　 suppressor ； rain 　water ； soil

　 water ．
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